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日本皮膚外科学会誌 Vo127-2 2023

7 比較的大型の術後皮膚欠損に対し、開放療法を選択した2例
中川智絵、松谷泰佑、菅原基史、野崎尋意、山本明美

旭川医科大学皮膚科

8   RetrOnychiaの 4例

牧野公治
1、

島田秀_12、 西 葉月 1、 松永仁美 12、 城野剛充 1、 3

1)日立病院機構熊本医療センター 皮膚科、2)熊本大学病院 皮膚科、3)熊本労災病院 皮膚科

片側に腫瘤を形成した Favre― Racouchot病

村田祐子、長谷川道子、田村敦志

伊勢崎市民病院皮膚科

10 爪甲縦線・縦溝・縦裂を呈した爪床爪母の上皮性良性腫瘍の 3例

藤田周作、石井芙美、芦田日美野、浅越健治

国立病院機構 岡山医療センター皮膚科

11 : 10～ 12:00

|‖ .一般演題 3:手術手技 。再建

座 長  緒 方  大 (国立がんチ賓センター中央病院皮膚腫瘍科)
三[石  剛 (日本赤十子■さし`たま赤十字病院皮膚科)

11 広範囲 AGAを考慮 した植毛術における Donor Wound Planning

山本一仁

日本ウェルネス再生クリニック

12 腹腔鏡術後の1齊ケロイ ドに対して梶川第 1法を応用して再建した 1例

小倉康晶、近藤峻平、大塚正樹、戸倉新樹

中東遠総合医療センター皮膚科・皮膚腫瘍科

13 先天性巨大色素性母斑に対しcurettage法 と自家培養表皮 (ジエイス°)移植術を併用して
治療した 1例

岸 龍馬、金子高英、高森建二、須賀 康
順天堂大学医学部付属浦安病院皮膚科

14 自家培養表皮を用いた広範囲熱傷の治療例

江川昌太、田中隆光、深谷早希、石川武子、林耕太郎、多田弥生

帝京大学医学部附属病院皮膚科

15 鼻背部基底細胞癌に対 してcrescentic napで 再建 した 1例

名嘉員健太、武藤二考、宮里太郎、嘉多山絵理、名嘉員武國

久留米大学病院 皮膚科

9

22
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日本皮膚外科学会誌 Vo127-2 2023

19 白人の尋常性乾癬患者にみられた多発性基底細胞癌の 1例

黒神 祐、坂本理佳、後藤範子、横見明典
市立豊中病院皮膚科

20 術前 MR:検査で骨膜周囲まで信号変化が見られた頭部有棘細胞癌 5例に関する
最終的な病理学的深達度との対比

淡路健太郎、宮川卓也、高岡真梨子、尾松 淳、三宅知美、佐藤伸一
東京大学医学部附属病院皮膚科

21 認知症を有する高齢者の耳介に生じた有棘細胞癌の 1例

有馬 豪、福田晃洋、杉浦一充
藤田医科大学皮膚科

休憩 10分

15:00～ 15:50

スイーツセミナー

座 長  名 嘉 員 武 國 (久留米大事三事
=1賣
言千二子
=三

再生誘導医学とその臨床応用

玉井克人

大阪大学大学院医学系研究科再生誘導医学寄附講座

共催 :コ ンバテックシャハン株式会社

休憩 10分

16:00～ 16:50

イブニングセミナー

座長 林 伸和 (虎の門病院皮膚ト

化膿性汗腺炎の集学的治療

前川 武雄

自治医科大学附属さいたま医療センター 皮膚科 准教授

24

共催 :ア ッヴィ合同会社
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日本皮膚外科学会誌 Vo127-2 2023

7月 23日 (日)2日 目

9:00ハν9:30

評議員会

9:30～ 10:05

V.テーマ演題 :臨機応変 現場で下す判断・思考法

座 長  ネ申谷 秀 喜 |(中部国際医療センター皮膚科・皮膚がんセンター)

浅越 健 治 (岡山医療センター皮膚科)

22 臨機応変な皮膚外科クリニカルバスー標準化・個別化・効率化の両立一

石井貴之、西尾次郎、八田尚人

富山県立中央病院 皮膚科

23 高齢者上回唇白唇部基底細胞癌の 1例 術中の欠損範囲拡大に対 しての対応

武藤一考
12、
左野桐子

1、

名嘉員健太
1、

嘉多山絵埋
1、

名嘉員武國
i

l)久留米大学医学部 皮膚科、2)公立八女総合病院 皮膚科

24 高カルシウム血症に伴う意識障害を伴つた右臀部有棘細胞癌の 1例

中山裕一、緒方 大、和田昇悟、中野英司、並川健二郎、山崎直也
国立がん研究センター中央病院皮膚腫瘍科

25 当科における超音波デブリー ドマンの施行経験

角総一郎、前川武雄、勝又文徳、小宮根真弓、人槻マミ太郎

自治医科大学付属病院 皮膚科

休憩 5分

10:10～ 11:10

海外招聘講演 (WEB出演 )

座長 大原國章 (赤坂虎の門クリニック)

Mohs micrographic surgery and reconstruction for challenging skin cancers

Kee-Yang Chung

Department of Dermatology, Yonsei University College of Medicine, Seoul, Korea

26



(博肇口。博罰朝劃軍―

`42導
ヨ詈百軍)Y挙豊」_V幸

(お月軍筆到―

`4み
γゞ劇国醐¥)籠¥取営 醤コ

劉撃絆日目じT壌撃醐¥
―撃1lf中

、1則年Gθ砂薔0晋童醜胆7セ妥⑦尋貴博督割軍

期製峰真ョr博豪平秦¥博ョ車Y

艶孝郵」

弾η準6021専溜軍一

〉割21昇真¥⑦博将副軍

乙ヨ撃「g勤

0し:‖～0し:εし

軍酵秦博劃平」早秦コ秦¥回聾

―ヨ聾↓

警享Gθ華畢副Z】K上マ翠撃Gθ螂馨

乙_子ミみκE壬44

00:ειハψ00:乙し

■3軍辮ζル4Yγ_4ルと。4r」Ynζ:勲¥

(=准薫博罰軍」畢薫ヨ薫¥※昌y)国コ首董彩:晋コ

ムZ

影OI鼻判

影OI ttψ

↓OI鼻判

じ靭

OS: LL～0乙: LL

820Z ζON `ZZ10A 阜量ヽ
`腎

I日

影OI鼻Ⅵ



F
日本皮膚外科学会誌 Vo127-2 2023

14:20～ 14:55

VI.一般演題 5:母斑・良性腫瘍

座 長  伊 藤 周作 (日立総合病院皮膚科)

柴田真― (SSク リニック)

26 表在性皮膚脂肪腫性母斑の 1例

東本美柚、平[II 央、大迫順子、林恵理子、小林あい子、鶴田大輔

大阪公立大学

27 びまん性神経線維腫′蔓状神経線維腫に対する除痛目的での手術療法
高井彩也華、森 龍彦、和泉光晃、土居礼一、上村杏奈、中村泰大
埼玉医科大学国際医療センター 皮膚腫瘍科・皮膚科

28 頸部 リンパ領域に発生した脂肪腫の 2例

上居礼_1、
2、

梅田善康
3、

高井彩也華
1、

森 龍彦 1、 名嘉員武図 2、 中村泰大 l

l)埼玉医科大学国際医療センター 皮膚腫瘍科 。皮膚科、2)久留米大学病院 皮膚科、
3)川崎医科大学附属病院皮膚科

29 成人発症の多発黄色肉芽腫の 1例

坂本翔一、稲田有亮、田中美奈子、貴志知生、稲葉 豊、山本有紀、神人正寺
和歌山県立医科大学 皮膚科

14:55～ 15:35

V‖ .一般演題 6:感染症、その他

座 長  山本 有紀 (和歌山県立医科大学皮膚科|

安 田正人 (群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学皮膚科)

30 俺のライカ、俺とライカ

柴田真一

SSク リニック

31 口唇悪性腫瘍の切除後再建

北山祥平、勝海洸司、高塚純子、竹之内辰也

新潟県立がんセンター新潟病院 皮膚科

32 皮膚悪性腫瘍において診療所から総合病院への紹介に対する患者意識調査
今村太一、今村由香里、今村英一、今村朋子

今村皮膚科・形成外科              .・

33 痔痩を合併 した臀部慢性膿皮症

須山孝雪
1、

横山恵美
1、

西村季紘
|、

松本康譲
1、

片桐一元
1、

竹下恵美子
2

1)獨協医科大学 埼玉医療センター 皮膚科、2)獨協医科大学 埼玉医療センター 外科

28
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